『新しき土』( 3 ) : 伊丹版をめぐって by 上田 浩二












紀要第 70 号、ドイツ学研究 2016 年 3 月、および『新しき土／Die Tochter des 
Smurai （2）―その時代・異文化―』）同第 72 号 2017 年 3 月）。筆者の第 2 論文


































































クの “S.O.S. Eisberg” と、アメリカの Tay Garnett 監督による “S.O.S. Ice-
獨協大学ドイツ学研究4
berg” がそれである。これについては、近年になって “S.O.S. Eisberg versus 
S.O.S. Iceberg – two nations’ visualizations of  arctic landscapes” と題する論
文で検討されている3）。さらに、歴史的には同時ないし平行して製作された「2
か国語版・多言語版」映画はさほど稀ではない。著名な例としては „Der 





















 3） Aloia, Kerstin Anne（https://scholarworks.alaska.edu/handle/11122/10257）





















































 7） 「日本のルネ・クレールとよばれた「知性の映画監督」、伊丹万作の「近代的な､ 日
常的人間的な」ナンセンス時代劇があったことも忘れるわけにはいかない。」山田
宏一「映画　果てしなきベスト・テン」草思社 2013 年，S.173
 8） 「伊丹万作全集第 3 巻付録「月報 3」S.8」


















は『キネマ旬報』 4 月 1 日号に載ったプリント担当の曾山直盛の話を引いて、
ファンクの作業が遅れたことが東京での初号試写（2 月 1 日）に間に合わな





































12） Arnold Fanck: „Ein Filmpionier erzählt. Er führt Regie mit Gletschern, Stürmen 
und Lawinen. Ein Pionier erzählt“, München 1973 . ここでは „Filme aus Japan – 
Retrospektive des japanischen Films“ より引用　S.65






















































































































M の大邸宅と庭園の紹介 約 80 秒
庭先が厳島神社（日本紹介） 約 80 秒




M の部屋 T との登山記念写真
英語の先生が来るが　レッスンなし
⑨夜の東京
タクシーでホテルに向かう T と G
日本の夜の都会を紹介







































































































































M も含め 3 人横一列に並ぶ（給仕するのは乳母）












































































ている（＜ M を抱いた T の影）








































































『新しき土』（ 3 ） 17
婚する筋書きを 5 人中の 4 人までが拒否した。その理由として今の日本の結婚
はこのように親が決める旧式なものでなく、個人の自由な意志で決まるものだ

































































































































































































22） 「新しき土」とファンク　『キネマ旬報』586 号　昭和 11 年 9 月 1 日 S.146





































写真 7　ファンク版のハーケンクロイツ旗 写真 8　伊丹版の同シーン

































Schutz de sdeutschen Blutes und der eutschen Ehre“）及び「帝国市民法」（„Das 
Reichsbürgergesetz“ とからなる「ニュルンベルク法」を成立させ国内を強く縛り











に乗り出した日本が 1932 年（この映画撮影の 4 年前）に作った傀儡国家であ
る。国際連盟によってこれが問題視されるようになり、翌年に日本は国際連盟
を脱退している。そして翌 1933 年にはナチスドイツも政権奪取から 8 か月足
らずで国際連盟を脱退し、まもなくイタリアもこれに続く。こうした動きのな
かで、日本は満洲に対する支配を強め、広田内閣は 1936 年に「満洲開拓移民































































































































写真 15　火傷した足に跪く光子 写真 16　草履を脱ぎ捨てる光子
